
ア ー サ ー ・ウ ェー リー の 朝 顔 斎 院解 釈

一 『源氏物語』 の西洋 にお ける受容(1)一

太 田 素 子

要 旨

西洋 で 『源氏 物 語 』が どの よ うに受 容 され て い るか とい うテ ーマ の一 環 と して、本 論

で は、 ア ーサ ー ・ウ ェー リー の英 語 訳 を取 り上 げ、 登 場 人 物 の一 人 で あ る朝 顔斎 院 を、

彼 が ど う解釈 した か を考 える。源 氏 の 求愛 を完全 に拒 否 す る数少 ない女 性 の一 人 で あ る

朝 顔 の心 理 を、 原 文 とウ ェー リーの 英訳 を対 比 して読 む こ とに よ り、 ウ ェー リー が朝 顔

を 自己 意識 の確 立 した 西 洋 的 な女 性 と して解 釈 して い る構 造 を、彼 の用 い る`determi-

nation'、`refusetoyieldoneselfto'な どの一 連 の キ ー ワー ドに着 目 しなが ら検 証 してい

く。

キー ワー ド 源 氏 物 語 の 翻 訳 、 ア ー サ ー ・ウ ェ ー リ ー 、 朝 顔 斎 院 、`determination'、

`refusetoyieldoneselfto'

はじめ に

『源氏物語』はこれ まで、各国語に翻訳 されてきた。その中で も最 も多 くの人々に読
1

まれて きた の は、 ウ ェー リー とサ イデ ンス テ ッカー の英 語 訳 で あ ろ う。 こ こで は 、 アー

サ ー ・ウ ェー リー(ArthurWaley)の 英 語 訳 を取 り上 げ、 『源氏 物 語 』 の西 洋 に お け る

受 容 につ い て考 えて い きたい。 従 来 、 『源 氏 物語 』 の英 訳 とい う と、 議 論 の 中心 とな る
2

のは誤訳の問題であ り、 これ についてはか な り検討がなされて きた。 しか し、本論では、

今 まで比 較的議論 されて こなかった、英訳 と原典の比較 を通 して見 えて くる、 ウェー

リーの 日本理解 と西洋的視点 に着 目してい きたい。
ヨ

この膨 大な物語 を読 み解 く上 で、 ここで は登場人物の一人であ る朝顔 を取 り上げ る。

彼女 は、源氏 を巡る多 くの女たちの中で、空蝉 とともに源氏 を拒否す る数少 ない女性で
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ある。 この意志のはっ きりした女性 をウェーリーが どう解釈 して英訳 しているかが、本

論 のテーマである。 これまで朝顔は、藤壷宮 に対す る源氏の思い と重 な り合 って登場 し、

又、紫の上の嫉妬 を引 き出す存在 となることで、紫のゆか りの女性たちに深 い関わ りを
る

持つ と解釈 されて きた。

朝顔 に関す る昨今の 日本の研究 を概観 してみ ると、1960年 代 までの、成立論、構想論

の隆盛 と行 き詰 まりを経 て、1960年 代 には、登場人物の心理 と物語の文脈 を照射するこ
5

とで、朝顔斎院 を文学的に考察す る方向性が示 される。その後、源氏の朝顔へ の執着 は
6

「藤壺宮 を求めての魂の彷程」 ととらえ られ、 さらに、80年 代 にはい ると、朝顔 に関す

る論文 はふ えて、藤壺宮 や紫 の上 と重 ね合 わせ ない、朝顔斎 院論 も多 く書 かれる一方、

成立論 も見直され、視点論、語 り手論、賀茂神への信仰論な ど多彩 なアプローチが試み

られた。90年 にはいって論文数は減少す るものの、桃 園邸異郷論、「永遠の過去 に住 む

姫君」朝顔な どが書かれ、又 「源氏物語』全体 の中で 「朝顔」 の巻の位置づ けがなされ、

「朝顔」 の巻 を第一部の転換点 と捉 えるようになる。 さ らに2000年 代 には、「〈異化〉 の
7

方法一 朝顔巻詩論」 とい った論文 も書かれている。

従来、この ように位置づけ られて きた朝顔であるが、源氏の求愛 を、拒む意志 を持 ち

なが ら拒み きれなかった藤壼宮、又 、 自分の意志 を持たない幼 い うちに源氏の妻 とされ、

選択肢 を与 えられずに源氏 と関わ りつつ最終的に彼 を拒 む紫の上 に対 して、朝顔は、紫

のゆか りに限 りな く近い位置にあ りなが ら、終生、 自分の意志 で源氏 との恋愛 関係 を拒

み続 ける、 きわめて 自分 の意志のは っきりした女性であった。当時 としては珍 しいタイ

プのこの女性 を、 自己意識が確立 した近代西洋の翻訳者ウェー リーが どう解釈 し捉 えて

いるか を、彼の訳文か ら検討 してい きたい。特 に、朝顔に藤壷宮や紫の上 を重 ね合 わせ

て憧れ る源氏の視点ではな く、朝顔 の側の心理の描かれている部分 を取 り上げて検討す

る。朝顔が、賀茂の斎 院 となる 「賢木」巻を一つの区切 りとして、前半後半に分けて考

えてい く。

1.朝 顔の姫君 「賢木」巻以前

「賢木」巻以前の朝顔 は、桃園式部卿宮の息女 とい う高貴 な身分 に生 まれ、本文中で

も姫君(英 訳ではprincess)と 呼ばれ、父の後ろ盾の もと、源氏の正妻 にもふさわ しい

地位 にあった。

朝顔が初 めて登場するのは、「帯木」巻で、雨夜 の品定め の後、源氏が紀伊守 の屋敷

に方違えに行 った折 である。源氏は、隣の部屋 の女房たちの うわさ話が聞 こえて くるの

を、 もしや 自分 と藤壺宮の ことが噂になっているのではないか と不安を覚えるが、実 は
8

自分 と朝顔の噂 であったとい う場面 であ る。朝顔 の気持 ちについては一切語 られてい な

いので、ここでは本文引用 は しないが、源氏 と朝顔の関係 についての定説に触れてお き
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たい。

源氏 と朝顔の馴 れ初め は物語 には描かれていない。二人 の関係 は噂話 として 「帯木」

巻で突然語 られる。 「朝顔奉 りた まひ し歌」の内容や二人の間に存在す るはず の過去 な

ど、具体 的なことは一切分か らない。二人の問の男女の関係の有無についてははっき り

せず、ただ源氏が姫君に歌 と朝顔 を贈 った事実のみが、噂 とい う不確かな情報 によって
9

提示 されてい る。王朝時代、朝顔の花 とはその名に負 う 「朝の顔」の連想か ら、男女逢

瀬 の翌朝 とい う艶やかな陶酔 を想起 させつつ、一方では、朝花開 き夕べ を待 たず して し

ぼむはか ない花 と捉 え られることが多かった。 この ように 「朝顔」 は男女の関係 を暗示

す るので、 この二人 は 「帯木」 以前 に一度 だけ男女 関係が あった とす る説が有力だが、
10

反 論 もあ る。 ウ ェー リー は登 場 人物 紹 介 で朝 顔 を、℃ourtedinvainbyGenjifromhis

17thyearonward'と 朝 顔 の拒 絶 を暗 示す る。少 な くと も 「帝 木」 巻以 降、朝 顔 が拒 絶 し

続 け た こ とは確 か であ る。

次 に朝顔 の登 場 す る 「葵 」巻 で、初 めて朝 顔 の心 中が 語 られて い る。源 氏 と関係 を結

ん だ高 貴 な女性 、 六 条御 息所 が、今 で は源氏 のつ れ な さ を嘆 いて い る こ とが 宮 中 に知 れ、

院 の耳 に も達す る こ とに な る。 この噂 を聞 い た朝顔 の気 持 ち は次 の よ うにが 語 られ る。

か か る事 を 聞 き給 ふ に も、 朝 顔 の姫 君 は 、 「い か で、 人 に似 じ」 と、 深 う思 せ ば、

は か な き様 な りし御 返 な ども、 を さを さ な し。 さ りとて、 人 に く く、 は した な くは

もて な し給 はぬ御 気色 を、 君 もなほ、 「こ とな り」 と思 しわた る。(葵 巻、318-9)

ウェー リー は こ こ を次 の よ うに訳 して い る。

AmongotherswhoheardofthebusinesswasPrincessAsagao.Determinedthat

sheatLeastwouldnotsubmitherselftosuchtreatment,sheceasedtoanswerhislet

tersevenwiththeshortandguardedrepliesthatshehadbeeninthehabitofsending

tohim.Neverthelesshefoundithardtobelievethatsogentle-manneredacreature

wasthinkingunkindlyofhimandcontinuedtoregardherwithdevotedadmiration.

(155)(下 線 筆 者 、以 下 同 じ)

ここで、 朝顔 が 「い か で、 人 に似 じ」 と真 剣 に思 う、 この 「人」 とは六条 御 息所 を指す 。

六 条御 息 所 の苦 しん で い る噂 を聞 いて 、 自分 はあ あ は な りた くな い と身 に しみ て思 うの

であ る。 六 条御 息所 はか つ て の東宮 妃 で、 高 貴 な 身分 で あ る。朝 顔 も桐 壺 院 の弟 桃 園式

部 卿宮 の娘 と して、 高貴 な身分 にプ ラ イ ドを もっ てい る。 六 条御 息 所 に対 して は、 同情

が ない とは言 え ない が、 む しろ 自戒 を うなが し、 あ あ はな りた くない とい う気 持 ちの方

が 強 い 。 原 文 で 朝 顔 は 、 六 条 御 息 所 とい う 「人 」 の よ う に な りた くな い と あ る の を、

ウェー リーは、 「この よ うな扱 い に屈す る まい」 との決 意 表 明 に訳 してい る。 「こ の よ う

な扱 い」(suchtreatment)が 何 を指 す か は、 原 文 ほ ど明確 で は ない。 六条 御 息所 の よ う

に源氏 か らつ れ ない扱 い は受 けた くない のか 、 そ れ とも人の 口の端 にの ぼ って哀 れ まれ
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た くな い の か 。 前 段 の 解 釈 か らす る と後 者 の可 能 性 が 高 い 。 しか し、 いず れ にせ よ、

ウ ェー リー は原文 よ りは るか に強 い調 子 で朝 顔 の決 意 を語 る。 「『い か で、 人 に似 じ』 と

深 う思せ ば」 とい う部分 につ い て ウ ェー レー は、 「深 う思 せ ば」 を訳 す るの に、`deter-

mined'(決 意 す る)、 「い か で 人 に似 じ」 を`she_wouldnot(強 い 意志 のwouldnot)

submitherselfto(屈 しない)suchtreatment'と い う言 葉 を選 んで い る。 ここか ら見 え

て くるの は、 朝顔 の意 志 の 強 さで あ る。 源 氏 が`gentle-manneredcreature'と して朝 顔

を捉 え、 常 に都合 の よい思 い こみか ら思 い を寄 せ続 け る様 子 と対 比 しつつ 、 ウェー リー

は こ こで、 自分 の 意志 を貫 こ う とす る女 性 と して朝顔 を解 釈 して い る。 そ して、 彼女 を

表 す キ ー ワー ドと して ウ ェー リー が用 い るのが 、`determine'で あ り`notsubmitherself

to'な の で あ る。 自 らの選 択 で 源氏 を拒 絶 す る 強 い意 志 と、源 氏 を受 け入 れ る こ とは屈

す る こ とで あ る とい う気 持 ちが 、 ウ ェー リー の描 く朝 顔 の意識 の基 本 にあ る。何 に屈 す

る のか につ い て は、 ここで は、 源氏 を受 け入 れ た場合 、 その後 に来 るで あ ろ う彼 の心変

わ りに よる冷 た い扱 い であ り、 棄 て られ た女 へ の世 間 の冷 たい視 線 で あ る と指摘 す るに

と どめ る。 この ような周 囲 の眼 を気 にす る心 理 は、 自 らの強 い意 志 で相 手 を拒 絶す る態

度 と一 見 そ ぐわ ない よ うに見 え る。 しか しこの周 囲の 眼へ の意識 は、 ウ ェー リー の解 釈

した 日本人 らし さの属 性 と考 え られ る。西 洋 的 な意 志 の 強 さ と、 周 囲 を気 にす る とい う

彼 の考 える 日本 人 ら しさをか ね そ なえ る女 性 として、 ウェ ー リー は この時期 の朝 顔 を解

釈 して い る。 尚、 サ イデ ンス テ ッカー は この 部 分 を`Determinedthatshewouldnot
11

sharetheplightoftheRokujolady,sherefusedeventhebriefestanswertohisnote.'と 訳

して い る。 「深 う思せ ば」 を`determined'と 訳 し、 強 い意 志 の`wouldnot'さ らに`refuse'

を用 い る と ころ は 同 じだ が、 「い か で人 に似 じ」 の と ころ は 「六 条御 息 所 の 窮状 を共 有

した くない」(shewouldnotsharetheplightoftheRokujolady)と 訳 し、 よ り原 文 に即

して い る。 周 囲 を意 識 して 「屈 した くない」 と訳す るの は、 ウェー リー特有 の朝顔 解釈

と言 え る。

同 じ 「葵 」 巻 に さ らに朝 顔 に 関す る記述 が あ る。 新斎 院御7ぎ の 日に、行 列 に供奉 す

る源 氏 の美 しい姿 を父 と共 に見 物 す る朝顔 の 心 中が 語 られ る。 目の前 を通 る源 氏 の美 し

さを隣 にい る父 の桃 園式 部卿 宮 が絶 賛 す るの に対 して朝 顔 は次 に よ うに思 う。

ひめ君 は、 年 頃 き こえ渡 り給 ふ御 心 ばへ の、 世 の 人 に似 ぬ を、 「なの め な らむに て

だ にあ り、 ま して、 か う しも、 いか で」 と御 心 と ま りけ り。 「い とどち か くて見 え

む」 まで は、 お ぼ しよ らず 。(葵 巻323)

ここ を ウェー リー は次 の よ うに訳 してい る。

PrincessAsagaocouldnotbutbetouchedbytherarepersistencywithwhichyear

afteryearGenjihadpressedhissuit.Evenhadhebeenpositivelyuglyshewould

havefoundithardtoresistsuchimportunity;sosmallwonderifseeinghimridebyin
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allhissplendourshemarvelledthatshehadheldoutsolong.Butshewasdeter-

minedtoknowhimmuchbetterbeforeshecommittedherself.(159)

朝 顔 は源氏 の魅 力 を認 め なが ら、 関 わ りを持 つ 前 に彼 を もっ と知 らね ば とい う決然 と し

た態度 をみ せ て い る とウ ェー リー は解釈 し、 英 語 をお ぎない つ つ、 「お ぼ し よ らず」 を

`bedetermined'と 彼 女 の強 い 決意 に訳 して い る
。彼 女 の心 情 を描 くこの`bedetermined'

は、 ウ ェー リー の朝 顔解 釈 の キー ワー ドで もあ る。 そ して源 氏 を もっ と知 る とい うの は、

彼 の外 見 の見事 さで も、 朝 顔 に懸想 して くる本気 さだ けで もな く、 彼 女 が源氏 を受 け入

れ、 彼 を巡 る女 性 たち の中 に位 置 した と き、 源氏 が 自分 を どう扱 うか とい うこ とであ る。

この こ とが よ り明 らか にな るの は 、 「朝 顔」 巻 で あ るの で、 これ につ い て は 「朝顔 」 巻

で再 度触 れ る。 こ こで は、 源氏 と彼 女 が 「さだ す ぎ」 て この問題 と向 きあ わ ざる を得 な

い 関係 を`shecommittedherself'と 彼 女 が考 えて い る点 を指摘 す る に と どめ る。

この後 、葵 の上 を亡 く した源氏 が 悲 しみの 中 で朝 顔 に便 りを送 る場 面 が あ る。 こ こで

は、彼 女 が 、悲 しみ に沈 む源 氏 に ほ だ され、侍 女 たち のす す め もあ っ て、 返事 を書 くが 、

「みず か ら も思 され け れ ば」(葵 巻347)を`shereachedthesameconclusion'(174)と

源 氏 の手 紙 に返 事 をす るの もや は り朝顔 の選択 と結論 であ る とウ ェー リー は解 釈 してい

る。

ここ まで は、斎 院 とな る以前 の式 部卿 宮 の姫 君 と しての 朝顔 で あ り、 二 人の 関係 に は

朝顔 が 「屈 しな くて もよい」 地位 も可能 で あ っ ただ け に、彼 女 が 自己 と対 峙 す る必 要性

が 薄 い、 そ ん な時 期 で あ った 。 しか し、 こ こで既 に朝 顔 は ウェ ー リー に よって 、`deter-

mine'`notsubmit'と い うキ ー ワー ドで描 か れ て い る。 その 決 意 の強 さは何 故 か 、何 に屈

した くない のか とい う点 につ い て は、 ウ ェー リーの補 足 説 明 と共 に、 この後 「朝顔 」 巻

で明 らか に され て い く。

2.朝 顔斎 院 「賢木」巻以降

「賢木」巻で、朝顔 は賀茂の斎 院に選 ばれる。`ladyofthecourt'か ら`priestess'(201)

への変化 は、彼女が実質的に源氏 の手の届か ない存在になるとい うことで、彼 にとって

は大 きな意味を持つが、朝顔の気持 ちは ここでは語 られてい ない。ただ、源氏 の側か ら

見れば、 この記述はやがて、この後、藤壼宮 との再度の男女関係へ と展 開 してい く重要
ユ　

な契機 と言 える。

さらにその後、父である桐壺院が亡 くなって雲林院 に籠 った源氏が、紫 の上 と共 に朝

顔 にも歌 を送る場面が描かれる。斎 院の身であ りなが ら、朝顔が返事 をするのは、 日頃

は決意の程 を示す朝顔 も、源氏の ことは深 く心 にかけているか らで、源氏が妻の葵の上

を亡 くした時 と同 じく、父桐壺院 を亡 くして傷心の時 には、相手 を思いやって返事 を必

ず返 している。返事 の中で朝顔の心理 は直接的 には語 られてい ないが、 このあた り、,男
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女 関係 を受 け入 れ る気 は全 くな いが 、源 氏 を大切 な存 在 で あ る と思 って い る朝 顔 の気 持

ちが描 か れ てい る箇 所 で あ る。

「朝 顔 」巻 で は、 そ れ まで斎 院故 に手 の届 か ない存 在 で あ った朝 顔 が、斎 院 を退 い て

家 に戻 り、 二人 の交 際 が復 活 の 兆 しを見 せ 、 そ して終 焉 をむか える まで が描 か れ る。 朝

顔 は父桃 園式 部卿 宮 の死 で、 服 喪 のた め斎 院 を辞 し、父 の屋 敷 に戻 って叔 母 にあ たる女

五 宮 と暮 ら して い る。 源氏 は女 五 宮 訪 問 にか こつ けて 、 朝 顔 を訪 ね る。 しか し彼 女 は

「世 つ か ぬ御 有 様 は、 年 月 にそ へ て も、 物深 くの み 、 ひ き入 り給 ひ て、 え 聞 え給 は ぬ」

(朝顔 巻254)と 相 変 わ らず の つ れ な さであ る。 「世 つ か ぬ御 有様 」 つ ま り、 「男 女 の 道

に心 が 向 か な い ご様子 」 の部 分 を ウ ェー リー は"hermistressbecomemoreandmore

alooffromthecommoninterestsanddistractionsoflife,andithadlongdistressedherto

seePrinceGenji'sletterssooftenleftunanswered."(386-7)と 訳 す こ とで、男 女 の 道

の意 味 を薄 め て い る。 しか し、 返事 を して もつ れ ない の は相変 わ らずで 、 原文 の 「人 々

も、御 硯 取 りまか な ひ て、 きこゆ れ ば、」(255)を ウェ ー一リー は`sheyieldedtotheir

persuasionsofarastowritethepoem'(387)と 訳 して、単 に源氏 の手紙 に返事 を書 く と

い う行為 で さ え、 侍女 の 「説得 に屈 した」 とい うふ う に、朝 顔 に`yield'と い う意 識 を も

たせ てい る。 もっ とも、 こ この`yield'は 源氏 に返事 を書 くの は侍 女 に勧 め られ たか ら と

い う一種 の ポ ー ズ と して、 修 辞 的 に用 い られ て い る と言 える。 そ れ に して もこ こで も

ウェ ー リー は、彼 女 を描 くの にyieldと い う語 を用 い るの で あ る。

源 氏 はつ れ な くされ て もあ き らめ もせ ず に、 朝顔 の も とに しげ しげ と通 い 、侍 女 た ち

も口 を極 めて 源氏 をほ め る。 そ ん な中で彼 女 は毅 然 と した態 度 を くず さない。

宮 は、 そ の かみ だ に、 こ よな く思 し離 れた りしを、今 は、 ま して、 たれ も思 ひ な か

るべ き御 齢 、 お ぼ え に て、 「は か な き、 木 草 につ け た る御 返 りな どの、折 り過 ぐさ

ぬ も、 か るが る し くや取 りな さ る らん」 な ど、 人 の物 言 ひ をllRifかり給 ひ つつ 、 うち

解 け給 ふべ き御 景色 もなけれ ば、 ふ りが た く、 お な じさ まな る御 心 ばへ を、 世の 人

にか は り、 めづ ら し くも、 ね た く も、 思 ひ聞 え給 ふ(朝 顔 巻256)

ここで は、 ウェ ー リー は原文 に特別 の解 釈 を差 し挟 まず、 彼女 の世 間 の風 聞 を嫌 う心 を

訳 して い る。

shefeltthatbothheandshehadnowreachedanagewhensuchthingsarebestput

aside.Shefearedthatevenherinevitableallusionstotheflowersandtreesofthesea-

sonmighteasilybemisinterpreted,andevenifGenjihimselfwasundernomisappre-

hension,therearealwaysthosewhomadeabusinessofgettingholdofsuchthings

andturningthemtomischief,andinconsequenceshewascarefultoavoidtheslight

esthintofanythingintimateorsentimental.(388}

彼 女 は、 源氏 は 自分 の気 持 ち を誤解 しな くて も、 世 間 は誤解 す るの だか ら と、源 氏 につ
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け込 まれるようなことは極力避 けている。 ここで も彼女に とって、世間の噂の比重は重

い ○

さ らに、 源氏 が 、せ め て朝 顔 の声 の 聞 け る距離 まで招 じ入 れ て欲 しい と言 うの に対 し、

朝 顔 の心 は変 わ らな い。

「むか し、 わ れ も人 も、若 やか に、罪 ゆ る され た りし世 にだ に、故 宮 な どの 、心 よ

せ 思 した りし を、 猶,『 あ る ま じ く、 恥 つ か し』 と思 ひ き こえ て、 や み に しを。 世

の末 に さだ過 ぎ、 つ きな き程 にて 、一 聲 も、 い と、 まば ゆか らむ」 とお ぼ して、 さ

ら に動 きな き御 心 な れ ば、 「あ さ ま し う、 つ ら し」 と、 思 ひ 聞 え 給 ふ 。(朝 顔 巻

262)

この 「さだ す ぎ」 とい うのが 、 斎 院 を退 い て 後 の 朝 顔 の 心 の 原 点 に あ る。 盛 りを過 ぎ、

も う色 恋 沙汰 の年 齢 で は ない とい う意 識 は、移 ろい ゆ く時 の はか な さ とい う、朝 顔 の花

の もう一つ の意味 と重 な る。実 際 、朝 顔 が源 氏 を拒 否 す るの は、彼 女 は男 女 関係 の はか

な さ、 もろ さの方 に 目が い って しまって 、一・時 的 な恋愛 感 情 にの め り込 め ない とい う こ

と も大 き な要 因 と考 え られ るが 、 キ リス ト教 的 直線 の 時 間 を文化 背 景 とす るウ ェ ー リー

は、 そ うい う側 面 か らの可 能性 を掘 り下 げ る こ とは しない 。 「さだ す ぎ」 はそ の ま ま さ

ら りと訳 しつつ 、`refuse'`yield'と い う言 葉 と結 び つ け て、 朝 顔 の心 情 を訳 す るの で あ

る。

Shedidnotdoubttherealityofhisfeelings;butifatatimewhentheywereboth

youngenoughtobeforgivenafewindiscretions,whenmoreoverherfatherwasactu-

allyseekingtopromoteanalliancebetweenthem,shehadwithoutamoment'shesita

tionrefusedtoyieldherselftohim‐whatsensecouldtherebe,nowthattheywere

bothpasttheagetowhichsuchirresponsiblegallantriesbyrightbelong,whatsense

(sheaskedherself)couldtherebeinparleyingwithhim,indeed,inadmittinghim

intoherpresenceatall?Hesawthatshewasabsolutelyunmovedbyhisappeal,and

wasbothastonishedandhurt..(392)

「「あ る ま じ く、 恥 ず か し』 と思 ひ 聞 こ え て 、 や み に し を。」 とい う原 文 は`shehad

withoutamoment'shesitationrefusedtoyieldherselftohim'と い う風 に、 相 変 わ らず拒

絶 のrefuseで 訳 され、 屈 した くない(refusedtoyieldherselftohim)と い う言 葉 を選

ん で ウェ ー リー は朝顔 を描 写 して い る ので あ る。 た だ し、 ここで よ うや く、彼 女 が 頑 な

に避 けて い るの は世 間 の 目で は な く、 「源 氏 に屈 す る こ と」 で あ る とい う朝 顔 の 心 の 問

題 点 が は っ き りして くる。 そ して 、 「さ らに動 きな き御 心 なれ ば」 は`shewasabsolutely

unmovedbyhisappeal'と 訳 され てい る。

その 後、 ウ ェー リー は原 文 を補足 す る彼 独 自の次 の よ うな説 明 を入 れ て さ らに朝 顔 の

気 持 ち の解 明 を試 み て い る。
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Asamatterof-fact,shehadnodistasteforhimwhatever.Hisbeautydelightedher

andshewassurethatshewouldhavefoundhimamostcharmingcompanion.But

shewasconvincedthatfromthemomentshebetrayedthislikinghewouldclassher

amongthecommonruckofhisadmirersandimaginethatshewouldputupwith

suchtreatmentastheywereapparentlycontenttoendure.Apositionsohumiliating

sheknewthatshecouldnevertolerate.Shewasresolute,therefore,inherdetermi-

nationnevertoallowtheslightestintimacytogrowupbetweenthem.{393)

原 文 の 問 に短 く挟 まれ た この補 足 説 明 は、 ウ ェー り一 の 朝 顔解 釈 を よ く要 約 してい る。

`convince'`resolute'`determination'と い う自分 の意 志 と決意 を表 す言 葉
、 さ らに`toler-

ate'出 来 ない こ と と して 、`humiliating'`class'が あが って い る。 い ず れ もウ ェー リーが

これ まで朝 顔 を描 くと きに用 いて きた一 連の キ ー ワー ドに属 す る。 と くに ここで は、原

文 の訳 をす る とい う枠 か ら離 れて 、 まず朝 顔 の源 氏 に対 す る思 いが確 認 され てい る。彼

女 に とって源氏 は一緒 にい る と楽 しい魅 力 的 な相 手 で あ るが 、彼 女 は この好 意 を源 氏 に

一旦 悟 られ るや
、 源氏 が 、 自分 を彼 の多 くの恋 人 た ち と同列 にみ て、彼 女 た ちが満 足 し

て耐 えて い る受 け 身的 に源 氏 を愛 しつつ 共有 す る とい う扱 い を、 自分 に対 して もす る と

確 信 して い る。彼 女 は この 状 態 を`apositionsohumiliating'と と らえる。何 故屈 辱的 と

彼女 は考 え るの か。 そ こが 原 文 に はな い ウェ ー リーの 朝顔 解 釈 の ポ イ ン トと言 え る。 先

に 「葵 」巻 で朝顔 は、源 氏 と男 女 の 関係 を持 つ こ とは`shecommittedherselfで あ る と

考 え てい た。 この言 葉 が、 こ この ウ ェー リーの補 足 説 明 と重 な り合 って意 味 を持 って く

る。源 氏 との関 わ りは 「自 らを身動 きの取 れ ない状 態 に追 い込 む」 事 で あ り、彼 女が 屈

辱 的 と考 え るの は この 状 況 で あ る とい う こ とが 、 ここ に至 って 明 らか に され る。 「さだ

す ぎ」 て 自己 に向 きあ う時 、 源氏 の 意 の まま に翻 弄 され て耐 える生 活 は、 ま さに彼 女 に

とっ ての ア イデ ンテ ィテ ィク ライ シス を意味 す る。 そ れ故 に彼女 は源氏 と距離 を保 つ た

め に源 氏 を拒絶 す るの であ る。決 して源氏 を嫌 い であ るか らで は ない の で、彼 女 は、拒

絶 す る際 に は必ず 受 け入 れ た と きの`humiliating'な 状 況 を 自 ら思 い浮 かべ 、 自 らに警 告

せ ね ば な ら ない とい う の が ウ ェ ー リー の 解 釈 で あ る。 そ れ 故 、 朝 顔 の 心 情 描 写 に は、

`refuse'`humiliating'と い う一連 の キ ー ワー ドが用 い られ て い るの であ る
。周 囲の 眼 を過

度 に気 にか ける とい う、 西 洋人 か ら見 た 日本 人 ら しさ を身 に ま とわせ て、 これ まで朝顔

の外 見 を描 き続 けた ウェー リーが 、 こ こ にい た っ て、男 女 の 愛 よ りは 自 らの 自己 意識 を

大 切 にす る女 性 として、 ま さに西洋 近 代 的 な女性 と して朝 顔 を捉 えて い る こ とが 明 らか

に な る。

「朝顔 」巻 で、 上記 の 、 ウェー リーの解 釈 の後 、 源氏 が 言 い寄 って朝 顔 が拒 む とい う

二 人 の関係 は終 わ りを告 げ る。 「乙女 」 の巻 で、 女五 宮 が 朝 顔 に源氏 との 仲 を取 り持 と

う とす るが朝 顔 は と りつ くしま もな い。 「『い ま さ らに又 世 にな び き侍 らん も、 い と、 つ
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きなき事 になん』 と聞え給ひて、はつか しげなる御気色 なれば、強ひても、 え聞 えお も
ユヨ

む け 給 は ず 」(乙 女 巻 、275)と い う 朝 顔 の 心 の 中 で 源 氏 と の 仲 は 完 全 に 終 わ っ て い る 。

ウ ェ ー リ ー は こ こ で も"`itwouldbeastrangethingiflwerenowtoyield,afterallthathas

happenedsince,toyouroranyoneelse'sfriendlypersuasions."Shelookedsoreluctantto

discussthesubjectfurther(400-401)と 訳 し、 拒 絶 に 関 し て は`reluctant'と や や お だ

や か だ が 、 相 変 わ ら ず`yield_toyouroranyoneelse'sfriendlypersuasions'と`yield'と

い う キ ー ワ ー ドで 朝 顔 を 描 い て い る 。

おわ りに

以上、アーサー ・ウェー リーの 『源氏物語』訳 を取 り上げ、朝顔 の心理が描かれてい

る部分 を、斎 院に選 ばれる以前 とその後の二つに分 けて、 「決意」「意志」 「屈 さない」

という一連のキーワー ドに着 目しつつ、原文 と対比 して検証 した。斎院に選ばれる以前

の朝顔 は、若 さと高貴 な身分 と父の後 ろ盾 とい う恵 まれた境遇 の中で、「決意」 と 「強

い意志」 を持 って、源氏 を拒否 し続ける。その理由について、ウェー リーは、彼女が世

間の眼 を気 にしてそれに 「屈 した くない」 と考 えてい るか らと解釈する。恵 まれた環境

にある朝顔 はまだ自己 と対峙 して源氏拒 否の理由を突 き詰めて考 えるに至 らず、拒否 の

姿勢 を明 らか にしつつ も、世 間の眼を気 にす る女性 として描かれている。キーワ.__.ドの

「決意」「強い意志」 は斎院 に選ばれて以降の後半 と一貫 しているが、 「屈 した くない」

とい うキーワー ドは朝顔の意識の変化 と共 に、後半で変化するのである。後半 の、彼女

が、父の死後 、斎 院 も辞 し、 「さだす ぎ」 て暮 らす 「朝顔」巻 において、既 に提示 され

ていた一連のキーワー ドは、ウェー リーに よって より明確 な解釈 を与え られる。彼女が

「屈 した くない」 と表現す るとき、彼女 は男女 の関係の中で身動 きが取 れな くなって 自

己を見失い受身的にただ耐 える しかない状態 に陥 りた くないのであるということが明 ら

かにされる。紫のゆか りの女性 たちを含めて、源氏物語 に登場する女性 たちは、源氏の

積 極的 な行動 に身動 きが取 れ な くなって いる場 合が ほ とん どであ る。 そ うい う中で、

ウェー リーはこの朝顔 という女性 を、単 に結果 として源氏 を拒否す る とい う行動 を取っ

た とい うだけではな く、はっきりした 自己意識 をもってそれを実行 に移 した近代 的自我

の確立 した西洋的な女性 として解釈 したのである。

注

『源 氏 物 語 』 の テ キ ス トは 日 本 古 典 文 学 大 系14-18(岩 波 書 店)を 、 ま た ウ ェ ー リ ー 訳 は

LadyMurasaki,TheTaleofGenji,ArthurWaleytrans.(Boston,TuttlePublishing,2002)を 用 い

た 。 本 文 中 の 引 用 文 の ペ ー ジ 数 は こ の 版 に 拠 る 。

1.英 語 訳 が 幾 つ か あ る 中 で 、 部 分 訳 だ が 最 初 の 英 語 訳 と し てGenjiMonogatari,Suyematz,

Kenchiotrans.,(London,Trubner.1882)が 、 又 、 最 も 多 くの 人 に 読 ま れ て き た 英 語 訳 と し

一91一



人文科学部論集 第6号

ては、TheTaleofGenji,ArthurWaleytrans.とTheTaleofGenji,EdwardG.Seidensticker

trans.,(NewYork,AlfredA.Knopf,2004)が ある。

2.今 井卓爾他編、 『近代の享受 と海外 との交流』(源 氏物語講座9、 勉 誠社、1992)な ど

3.朝 顔 はその境遇がかわるにつ れて 「式部卿 の姫君」 「朝顔の姫君」「姫 君」 「斎 院」「宮」 と

呼ばれてい る。源氏 も官位 につれ て 「お とど」 な どと呼 ばれ るので呼び名 の変遷 は 『源氏

物語』 の中で は当然 であった。研究者の間で もその呼称 は 「朝顔の姫 君」 「朝顔斎院」「朝

顔」 な ど統一 はされていない。本論で は基本的に植物の名 と混同 されない場合 は朝顔 と呼

んでい きたい。

本論 のタイ トル については、朝顔解釈 とす ると、源氏 の恋の小 道具であった植物の朝顔

との混 同が懸念 される。朝顔 の姫君か朝顔斎 院の どち らか にす るなら彼女 の全体像 として

後者 の属性がふ さわ しい と考 えた。 ウェー リーは基本 的にプリンセス朝顔 としなが ら、原

典に習 って時 として呼称 を変えている。

4.朝 顔が最初に登場す るのは、「帯木」の巻で、本論で述べた ように女房たちの噂話に、 自分

と藤壷宮 の関係が取 りざた されているので はと不安 に思 い耳 を傾 けると実は朝顔 との関係

につ いてであったと述べ られ る。 さ らに、「葵」の巻 で、葵の上 の死の悲 しみ の中で歌 を送

るのは紫の上 と朝顔であ り、「朝顔」の巻で、源氏が朝顔の もとに しばしば通 うのを嫉妬す

る紫 の上が書かれ、 さらに同 じ巻 で紫 の上 に藤壺宮 や朝顔 について語 った夜、今 は亡 き藤

壺宮 の亡霊が源氏 の もとに現れ る。

5.福 田侃子 「朝顔斎 院をめ ぐって」『東京都立大学 人文学報』32号(1963)

6.斉 藤 暁子 「紫の上の嫉妬 明石及 び朝顔斎 院 」 『む らさき』13号(1975)

7.石 坂 晶子 「〈異化〉 の方法 朝顔巻試論」『フェ リス女学院大学 日文大学院紀要』7号

(2000)

8.「 式部卿 宮 の姫君 に、朝顔 たて まつ り給 ひし歌 な どを、少 しほ ほゆが めて語 る も聞 こゆ。

『くつろ ぎが ましく、歌諦 しがちにもあるかな』 と、 『猶、見劣 りはしなんか し』 とおぼす。」

(帝木巻90)

9.こ のため、 藤原定家 は 「かかや く日ノ宮」 な どの欠巻 を想定 した。(藤 原定家 『源氏物 語

奥入』)

ユ0.二 人の 関係 を肯 定す るのは、鈴 木 日出夫 「朝顔 ・夕顔」 『源氏物語 歳時記』(筑 摩書房、

1989)そ れ に疑 問を呈す るのは原 岡文子 「朝顔 の姫君」 『国文学』(1991・5)

11.TheTaleofGenjiEdwardG.Seidenstickertrans.,159.

12.「 斎 院は、御服 にて、お り居給ひに しか ば、朝顔の姫 君は、かは りに居給 ひにき。賀茂のい

つ きには、そむ王の居給ふ例、多 くもあ らざ りけれ ど、 さるべ き女御 子や、おはせ ざ りけ

ん。大将、年月ふれ ど、猶、御心、 はなれ給はざ りつ るを、か う、す ち ことにな り給 ひぬ

れば、『口惜 しく』 とおぼす。中将 に、お とつれ給ふ事 も、おな じ事 にて、御文な どは、絶

えざるべ し。昔にかはる御 あ りさまなどをば、殊 に何 とも思 した らず 、かや うの、 はかな

き事 どもを、 ま ぎるる事 な きままに,こ なたか なたに、 おぼ し悩め り。」(賢 木巻381)

13.こ の後朝顔の心理が語 られるこ とはな く、「梅が枝」巻で、明石 の姫君入 内にあたっての準

備 と して、香 を合 わせた り書の手本 を書 いた りす るの を源氏 が朝顔 に頼み、見事 な品が朝

顔 よ り届 け られ源氏が誉め る場 面があるが、源氏の側か らの描写 のみ である。同 じく 「若

菜下」の巻で四十七歳の源氏が、過去 を振 り返 って朝顔 は素晴 らしい女性 だった と紫 の上

に語 る場面があ るが ここ も一方的に源氏 の側の記述 だけであ る。
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